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10月より赤い羽根共同募金が始まります！ 

社会福祉法人  利島村社会福祉協議会 

デイホームさくゆり /  ケアプランセンター木春 

利島村地域包括支援センター 

利島村子ども家庭支援センター 

 

 

 

 

■令和 5年度赤い羽根共同募金運動について 

利島村社協では 10月 1日より 10月 31日まで赤い羽根共同募金運動を行います。 

今年は、下記のとおり実施します。 

・個人宅への戸別訪問は行いません。 

・募金箱を「役場」、「郵便局」、「農協」、「社協」に設置します。 

・社協窓口、シンカブル＊1でも募金を受け付けています。 

皆様のご理解、ご協力を、何卒よろしくお願い申し上げます。 

なお共同募金への寄付金は、個人、法人ともに税制上の優遇措置があります。 
※1シンカブルについては、社協の会費納入でも利用しています。10月に入金頂いた金額の、500円を超えた

分を赤い羽根共同募金へ繰り入れさせていただきます。 

詳しくは、社協（☎04992-9-0018）までご連絡ください。 

「共同募金」は地域の福祉推進をすることを目的として、厚生労働大臣の定める期間に 

広く寄付金を募集し、民間の社会福祉施設・団体に配分するための運動です。 

Q：募金はどう使われているの？ 

A：赤い羽根共同募金は市町村で集めたお金の 70％までは市町村内の福祉事業所

などに配分されます。利島村では、社協が実施する「理美容支援事業」や「排泄補

助用品等購入代金助成事業」に活用し、高齢者や障がい者、乳幼児等にご利用い

ただいています。 

赤い羽根 Q＆A 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習療法実施報告 

くもん学習療法®を始めて 1年 3か月が経ちました！ 

職員側では当初、学習への参加が難しいのではない

かと考えていたご利用者様でも、実施していくうちに

単語を読んだり、数字を数えることがありました。 

ご利用者様の中には、デイだけではなく自宅でも学習

に取り組み、日々の学習が習慣となった方もいます。 

『子ども家庭支援センター』からのおしらせです 

左の表は FAB（前頭葉の機能を評価する検査）

の初回から 12か月後の点数を示しています。 

ＦＡＢ検査は全部で 6 つの項目からなっており、

「バナナとみかん」の共通点を答える問題（正解：

果物、フルーツ）や、「か」から始まる言葉を出来る

だけたくさん答える問題などがあります。 
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“子ども家庭支援センター”ってどんなことをしているの？ 

今回紹介するのは、【発達支援専門職】です。 

Qどんな相談ができますか？ 

Ａお子さんの発達に関すること（集団生活での難しさを抱えていたり、こだわりが強く出ているお子さんな

ど）や育児のこと（イヤイヤ期が強く出て疲弊している、好き嫌いが激しくてどうしていいか分からない）で、

心配なことや不安なことがあればご相談ください！ 

Ｑ誰が相談に乗ってくれますか？ 

言語聴覚士（話す、聞く、食べるのスペシャリスト）・作業療法士（日常生活動作や遊び、運動などの発達を

促すスペシャリスト）・臨床心理士（人間のこころの問題にアプローチするスペシャリスト）といった発達支援

の専門職が相談に応じます。 

10月は、言語聴覚士が、11月は作業療法士が来島します。詳しくは広報をご覧いただくか、 

子ども家庭支援センター（☎04992-9-0018 担当：坂口）までお問い合せください。 
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右の表はＭＭＳＥ（認知機能全般を評価する検

査）の初回から 12 ヵ月後の点数を示しています。 

あるご利用者様は、6か月後以降 30点満点を獲

得しています。前回間違えた答えを覚えており、

日々の学習の効果が表れました。 

ＭＭＳＥ検査は 11 の項目からなっており、100 か

ら順番に 7 をくり返し引く問題や、図形を書き写す

問題などがあります。 

FABやMMSEの検査結果から、ご利用者様の脳機能が維持されていることが示唆されています！ 



 

 

 

利島村 リハビリ通信 Vol.7 ～排尿障害について～ 
 

こんな悩みはありませんか？ 

厚生労働省の調査によると 65 歳以上の方の 60％以上が頻尿、40％以上が尿

失禁を自覚しています。 

尿失禁には機能性、溢流性、腹圧性、切迫性の 4種類があり原因も様々です。 

尿が 

・くしゃみや笑った時に漏れてしまう 

・我慢ができない 

・回数が多い 
 

排尿を我慢する力、骨盤底筋とは 

骨盤の底にある複数の筋肉を指します。 

失禁の原因にもよりますが、骨盤底筋を鍛えると失禁の改善や予防になります。 

今回は腹圧性尿失禁、切迫性尿失禁に対するお家でできる簡単なトレーニング 

方法を紹介します！ 

お尻上げ 

・膝の間にタオルやクッションを挟んで内股に力を入れます 

・膝をしっかり閉じたままお尻を上げます 

・お尻を上げた時に腰を反らないように意識します 

膝クッション挟み運動 

・膝の間に厚めに折ったタオルやクッションを挟んで潰します 

・ゆっくり閉じてゆっくり元に戻します 

さらに詳しく知りたい方や正しくできているか

不安な方はぜひご相談ください！！ 

理学療法士による 個別リハビリ 予約受付中！（無料） 

月～金曜日（祝日含む）の 10時～18時まで、おひとり 20～30分の予約制 

※ご希望の時間に添えない場合もございます。あらかじめご了承ください。 

社協まで来ることが難しい方は、自宅訪問での対応もさせていただきます。 

ご相談だけでも是非！ まずはお気軽にお電話ください。 

予約・ご相談 ☏04992-9-0018（担当：萩原） 
 

切迫性尿失禁⇒トイレに行くまでに我慢

ができない 

原因：脳卒中、加齢、前立腺肥大など 
 

溢流性尿失禁⇒常時尿が出ている状態 

原因：骨盤底筋の筋力低下、前立腺肥大
など 

機能性尿失禁⇒トイレまでの移動ができ

ない、認知機能が低下し管理ができない 

原因：病気等による移動困難や認知機能
低下 

 

腹圧性尿失禁⇒くしゃみや笑った時に漏

れてしまう 

原因：骨盤底筋の筋力低下や加齢など 
 

いつりゅう 



 

＜ 編集後記 ＞ 

利島も涼しくなり、秋を感じるよ

うになりました。皆さん、長かった今

年の夏はどう過ごされたのでしょ

うか。私は、24時間テレビを観ま

した。今年は、社協に 24時間テレ

ビの車が届いたこともあり、より身

近に感じました。まだインターネット

で観られるそうなので、もし良かっ

たら観て下さい！         坂口 

      

デイホームさくゆり     
だ よ り 

＜昼食メニュー＞ 

とうもろこしご飯、鶏肉のチリソー

ス煮込み、キャベツとベーコンのチ

ャンプルー、ゆず大根、プチトマト

の浅漬け、りんご、みそ汁 

8月は 1名の
方がお誕生日
を迎えました！ 
おめでとうご
ざいます👏 

午前は、スリッパ飛ばしと玉入れを行いました。 

午後は、新聞紙で綱引きと

借り物競争を行いました！ 

＜ 事故・ヒヤリハット報告 ＞ 
事故報告：1件、ヒヤリハット報告：2件 

主な事故等の内容 
① 血圧が高かった利用者に、体操を中止するよう声掛
けを忘れた 

② 送迎時、利用者の荷物を事業所に置き忘れた 

③ 利用者の近くにキャスター付きテーブルを置いてしまった 

※事故報告は事業所独自の基準で実施しています 

児童虐待防止推進月間 

～オレンジリボンキャンペーン～ 

オレンジリボンには「児童虐待防止」というメッセージが込めら

れています。一人でも多くの方々に「児童虐待防止」に興味を持っ

てもらい、子どもたちの笑顔を守るために一人ひとりに何ができる

のかを呼びかけていく活動が「オレンジリボンキャンペーン」です。 

毎年、11月の「児童虐待防止月間」を中心に様々な児童虐待

防止普及啓発のためのイベントを行っています。 

詳しくは、こちらからご覧下さい⇒https://www.orangeribbon.jp/ 




